
一人ひとりの個性と能力が輝く社会に
名古屋大学総長　松尾 清一

日本では、春３月は一年の締めくくりの時期であり、また旅立ちの季節でもあります。そして４月は新しい始まりの季節になります。多くの人にとっては
あらためて、自分のこれまでの人生やこれからの生き方を考える季節でもあります。私自身、新しい年度のはじめのこの季節は、新たなチャレンジを期し
て心が引き締まる思いです。
名古屋大学でも、毎年３月に多くの卒業生を送り出し、4月に新入生を迎えます。送られる人、送る人、迎えられる人、迎える人、多くの人が名古屋大学のキャ
ンパスで交錯し、それまでの勉学、仕事、人生に区切りつけ、新しいステージに立ちます。日本と世界で起きている様々な事柄が示しているように、現
代の社会はたいへん不安定であり、私たちの常識をはるかに超えて予測不可能です。そのような中で日本と世界は、人類社会の持続的発展と幸福の実
現のために解決すべき多くの課題を抱えています。名古屋大学は伝統に培われた自由闊達な環境のもと、社会貢献の高い志と確かな専門性に裏打ちされ、
広い視野を持ち社会の様々な領域でリーダーシップを発揮できる人材の育成、を目指しています。名古屋大学で育った皆さんひとり一人が将来に向かって
どのような目標をもって人生を歩んでゆくのか、私たち教職員にとっては楽しみでもあり、大きな期待をしています。
若い皆さんに伝えたいことは二つあります。第一に、これからの新しい人生において、一人ひとりが自分に自信を持ち、個性や能力を生かして輝いてほ

しいということ、第二に、自分たち一人一人が未来の日本や世界を作る大切な力であるということをしっかりと心に刻んでほしいということ、です。人生の
区切りの時期にあたって、積極的にできるだけ多くの経験をすることを恐れないでください。私の座右の銘としている言葉に、「安定は動の中に在り」が
あります。前に進もうとする姿勢が、まわりの風景を違ったものにするでしょう。そしてまた、チャレンジする課題が見つかると思います。多少の失敗をし
てもくじけず足を前に出せば、やがて自分の道が見えてくるものだと思います。新しい区切りの時期に、果敢に歩もうとするすべての皆さんに、心から期
待しています。
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A memory of campus life
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平成28年度名古屋大学体育会会長表彰表彰式が、12月14日に豊田講堂第1会議室において、名古屋大学体育会により挙行されました。
この表彰は、本学体育会に加盟するクラブにおいて、前年度11月から今年度10月末までに各種競技大会で優秀な成績を収めた個人、団体及
びその指導者の栄誉を讃え、その功績を広く顕彰することを目的に、平成元年に創設された制度です。
今年度は、個人7名と8団体が本学体育会会長の松尾総長から表彰され、1年間のめざましい成果が讃えられました。加えて、松尾総長及び
國枝理事・副総長からは、今冬から来夏にかけて本学主管で開催される全国七大学総合体育大会（通称 七大戦）の総合優勝に向けて、体育
会への期待の言葉が述べられました。
なお、受賞した個人及び団体には、副賞として名古屋大学校友会から記念品等が贈呈されました。

平成２8年度名古屋大学体育会
会長表彰 表彰式

特集①

平成28年度　名古屋大学体育会会長表彰　受賞者一覧
表彰対象期間：平成２７年１１月１日～平成２８年１０月３１日

運動部名 氏名（学部・学年） 該当賞 出場大会名及び成績

個人の部（７名）

運動部名 該当賞 出場大会名及び成績

団体の部（８団体）

ボ ー ト 部
第48回中部学生選手権競漕大会　総合　第1位
第48回中部学生選手権競漕大会　男子総合　第1位
第48回中部学生選手権競漕大会　女子総合　第1位

会長賞

フィギュアスケート部
第10回西日本学生フィギュアスケート選手権大会　兼
第89回日本学生氷上競技選手権大会選考会　女子Cクラス団体　1位会長賞

航 空 部 第35回東海・関西学生グライダー競技会　優勝会長賞

アイスホッケー部 第24回中部学生アイスホッケー選手権大会　優勝会長賞

男 子 ラ ク ロ ス 部 第1回あかつきカップ　準優勝会長賞

ソ フ ト テ ニ ス 部 第55回全国七大学総合体育大会　ソフトテニス競技女子の部　団体戦　優勝（二連覇）会長賞

馬 術 部 第55回全国七大学総合体育大会　馬術競技　総合優勝会長賞

ハ ンド ボ ー ル 部 第55回全国七大学総合体育大会　ハンドボール競技　優勝会長賞

フィギュアスケート部
第10回西日本学生フィギュアスケート選手権大会　兼 
第89回日本学生氷上競技選手権大会選考会　女子Cクラス　1位会長賞二 宮 初 音 経済学部・2年

ラ イ フ ル 射 撃 部 第27回西日本学生ライフル射撃選手権大会　50ｍP60M　優勝会長賞日 下 星 野 理学部・4年

ゴ ル フ 部 平成28年度中部学生ゴルフ選手権　優勝会長賞上 田 敦 士 経済学部・1年

弓 道 部 第51回中日本弓道近的選手権大会　一般女子個人　優勝会長賞桑 原 歩 美 情報文化学部・3年

航 空 部 第35回東海・関西学生グライダー競技会　優勝会長賞守 法 亮 佑 環境学研・院1年

ア ー チ ェ リ ー 部 2016年度東海学生アーチェリーフィールド選手権大会　リカーブ部門　女子個人　優勝会長賞玉 越 直 子 理学部・1年

トライアスロン部 2016東海・北陸学生トライアスロン選手権　日本学生トライアスロン連合杯　男子総合　第１位会長賞尾 関 将 樹 工学部・3年
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昨年12月18日に、豊田講堂シンポジオンホールにて、リーダーズ・アセンブリー（以下、
L.A.）を開催いたしました。
L.A. とは、教育推進部と体育会の共催で行われる研修会で、体育会に所属するク
ラブの指導的役割を担う学生（主将、主務等）を対象としています。今回で 57 回を
迎えるこの会は、クラブの強化や発展さらに幹部のあり方について話し合い、クラブを
より良いものにするとともに、クラブ間のつながりを築くことを目的としています。
午前中はあらかじめ各クラブに行ったアンケートから、似た問題を持つクラブ同士で
グループを作り、問題を解決するにはどうしたらよいかについて話し合いました。トレー
ニング方法や新入部員の確保、運営費、練習場所など様々なテーマについて、各部の
現状を話し合い、対策を模索しました。午後には各グループで話し合った内容につい
て発表を行い、出席者全員に周知しました。

グループによる発表後は、本学総合保健体育科学センターの水野貴正講
師に、「トレーニング方法について」というテーマで、前半は講義形式、後
半は実技形式で講習をしていただきました。講義では、トレーニングの方法、
計画の立て方に加え、生活での心構えまで教えていただき、実技では、バ
ランスボールを用いた効果的なトレーニングを教えていただきました。バラ
ンスボール一つで運動強度を格段に高めることができるということで、各ク
ラブでも是非取り入れてほしいと思っています。
今回の L.A. で得た情報を各クラブに持ち帰り共有いただき、今後のクラ
ブの運営や強化に役立てていただければ幸いです。最後になりましたが、
今回の L.A. を開催するにあたりご尽力いただいた関係者の皆様には、厚く
御礼申し上げます。

第57回リーダーズ・アセンブリー特集②

実行委員長　渡辺駿斗（名古屋大学体育会）　

クラブ活動
硬式野球部
　私たち硬式野球部は、現在愛知大学野球連盟 3 部リーグに所
属し、部員41人で活動しています。昨秋まで所属していた2部リー
グではプロ野球選手も誕生しました。そのような高いレベルで野
球ができることに感謝し、いち早く2 部リーグに復帰すべく、日々
練習に励んでいます。練習の際には、個々の自主性を尊重してお
り、選手間で意見を出し合って効率の良い練習をすることを心が
けています。
　また、今夏には名古屋で七大戦が開催されます。主管校として、
他の旧帝大には絶対に負けたくないという思いも今のチームの原
動力となっています。

裏千家茶道部
私たち裏千家茶道部は、週に二回学生会館の和室で活動して
います。主に6月の名大祭茶会と12月の白露茶会に向けて、互いに
教え合いながらお稽古をしています。
名大祭茶会では一般の方にお点前を見ていただきながらお茶と
お菓子を振る舞い、白露茶会では、他大学の茶道部の方やOB・
OGの先輩方に、手作りのお菓子や点心という軽いお食事と共にお
もてなしします。
部員は大学から茶道を始めるという初心者もたくさんいます
が、先輩が一から丁寧に教えてくださるので心配いりません。使う
お道具やお点前の変化で季節の移り変わりを感じながら、日本の
伝統文化に触れられる素敵な部活です。
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第53回須賀杯争奪駅伝競走大会
昨年11月12日（土）に、名古屋大学体育会と豊田工業高等専門学校（以下「豊田高専」

という。）学生会の共催で第53回須賀杯争奪駅伝競走大会を開催しました。この大会は名古
屋大学と豊田高専のスポーツ振興を図ることを目的として、元名古屋大学学生部長の故須
賀太郎先生が豊田高専の初代校長に就任された際、昭和39年（1964年）に第1回大会が開催
されたことが始まりとされています。昨年で第53回目を迎え、半世紀以上続く伝統ある行
事として、我々体育会の大きなイベントの一つとなっています。
平和公園での開催は今回で3度目となり、比較的なだらかな1周約3.0kmのコースでの実
施となりました。
名古屋大学から13チーム、豊田高専から8チームの計21チームが参加し、毎年参加してい
るチームを含め体育会系のクラブから多くの参加があり、非常にレベルの高い大会となり
ました。また、1周を9分台に迫るような走りで周囲を驚かせる選手や、全員が女子のチー
ムで最後まで走り切るチームなどがありました。今大会は全チームが完走し、各チーム充
実した顔を見られたことが印象に残っています。
今大会も周りの方々の助力により無事に成功を収めることができました。準備の段階で
何度も挫折しそうになりましたが、それと同時に本大会の大切さも感じつつ、ひたすらに
準備を続けていきました。今大会に参加してくださった選手の方々の充実した表情や楽し
そうな声を聞き、とても晴れやかな気持ちになりました。
最後に、今大会の開催は周りの方々のご協力があってこそであり、
また企画・運営に携わった方々のみならず、大会に参加してくださっ
た選手の皆様のおかげで大会を盛り上げることができました。至ら
ない点が多くありましたでしょうが、ご協力いただいた皆様に心か
ら感謝いたします。本当にありがとうございました。

トピックス
実行委員長　中村真務（名古屋大学体育会）　　

第56回全国七大学総合体育大会
『名古屋大学体育会、2017 年を転換期に！』
　さあ、今年も「全国七大学総合体育大会」、通称「七大戦」が
開催されます。七大戦は第 56 回大会を迎え、今年はここ名古屋
が開催の地となります。この七大戦には、旧帝国大学である北
海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、
九州大学の学生が参加し、毎年、熱い戦いを繰り広げています。
　さて、冒頭に書かせていただいたとおり、今年は名古屋大学
体育会にとって大きな転換期となるべき年となります。まず、
ここ最近の名古屋大学の七大戦における順位ですが、前回主管
時の第 49 回大会で 2位だったものの、その後は 4位、5位、6位、
5 位、6 位、5 位と不甲斐ない地位を占め、総合優勝はここ 14
年遠ざかっています。
　私たち第 56 回七大戦実行委員会は最大目標として「七大戦総
合優勝」を掲げ、今年をクラブ強化のターニングポイントとす
べく、さまざまな取り組みをしているところです。
　大会参加クラブも、名古屋大学体育会全体の底上げを図ると
いう意識を持ち、より一層日々の活動に熱を注いでいます。14
年ぶりとなる総合優勝を果たすことで、各クラブにとって「強化」
という点で今年が大きな転換期となることを目指します。
　また、同時に名古屋大学体育会本部にとっても、今年は大き

な転換期にしなければなりません。これまでの、大学と各クラ
ブとのつなぎ役、遠征費等の活動費のサポート、体育会所管の
各種イベントの運営という関係で終わるのではなく、各クラブ
が強くなるための具体的な仕組み・政策を取り入れ、各クラブ
と関係性を強め互いに成長していく必要があります。七大戦主
管をきっかけに、体育会本部は名古屋大学における学生体育活
動の司令塔のような存在となることを目指します。今年は体育
会本部と各クラブの「関係性」という点でも大きな転換期とな
るでしょう。
　以上、七大戦を「名古屋大学体育会の転換期」とすることを
コンセプトとし、実行委員会一同
は活動しております。
第 56 回大会は、すでに一部の競
技を終えていますが、今後夏にか
けてさらに七大戦を盛り上げるた
め、皆さまどうか応援よろしくお
願いいたします。

第 56 回全国七大学総合体育大会
実行委員長　桑山 晃久

　

総合成績（上位 6チーム）

名古屋大学オリエンテーリング部
卓球部A
杉浦選抜
卓球部C
水泳部A
スーパーサブ

オリエンテーリング部
卓球部

ソフトテニス部
卓球部
水泳部

名古屋大学スーパーサブ

名大
名大
名大
名大
高専
名大

1:05:30
1:06:31
1:10 :03
1:12:04
1:12:09
1:12:20

1
2
3
4
5
6

順位 チーム名 団体名 所属 最終タイム

※タイム表記は「時：分：秒」

第56回マスコット
ナゴすけ

全国七大学総合体育大会
参加大学が旧帝国大学（北海道大、東北大、東京大、名古屋大、京都大、大阪大、九州大）であることから、七大戦、七帝戦と略され、
長い間学生に親しまれている。七大戦は、真のアマチュアリズムの追求、学生による自主運営、競技レベルの向上、他大学との親睦、運営費の削減、
といった５つの理念を掲げ、各大学の持ち回りで大会運営が行われている。
北海道大主管の第１回大会（昭和36年）では参加者2,000人20競技が開催されたが、第49回大会では参加者7,000人42競技にまで規模が
拡大し、総合体育大会の名にふさわしいものとなったが、反面、予算の肥大化や大会日程の長期化が課題となっている。

名古屋大学主管　
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精神・発達障害に関する理解促進セミナー
最近、精神障害や発達障害という言葉を頻繁に耳にしていませんか。今年度「障害を理由とする差

別の解消の推進に関する法律」が施行されたことも一役買っているかもしれません。名古屋大学では、
この法律の施行を受け、障害者への理解を促進するために様々な研修機会を設けてきました。しかし、
それらは教職員対象であり、学生を対象とした研修会の開催には至っていませんでした。学内には精
神障害や発達障害の教職員や学生もいます。実際に本人や周囲の人たちから、戸惑いを感じたり対応
に悩んでいるといった意見を聞くこともあります。
そこで、学生相談総合センターでは、2017年2月13日に学生を対象として「平成28年度精神・発達

障害に関する理解促進セミナー『こころの病』って本当のところ何だろう？」を開催しました。本セ
ンターメンタルヘルス部門助教で精神科医である長島渉先生が、自らの臨床経験を踏まえたお話をし
てくださいました。精神障害や発達障害の人に対応する際には「あなたのことを心配しているのだ」
というメッセージを伝えながら話を聞く、生活リズムを整えるよう声かけをするなど具体的なアドバ
イスをいただきました。
会場には100名を越える参加者が熱心に耳を傾けていました。「とてもわかりやすかった」、「周囲に

関わりが難しい学生がおり困っていた。今後の対応に役立てたい」、という感想が寄せられました。
学生相談総合センターでは、今後も精神障害や発達障害、さらにはひきこもりや労働法規に関するセ
ミナーを引き続き開催していく予定です。
学生相談総合センターは、精神科医が診察にあたるメンタルヘルス部門、臨床心理士が相談に対応

する学生相談部門、キャリアカウンセラーが就職相談に当たる就職相談部門、そして障害者に対する
支援を行う障害学生支援室から構成されています（右図参照）。各部門・室では皆さんの相談を受け
付けております。各部門・室は連携しておりますので、相談しやすいところに連絡していただいて構
いません。お気軽にご連絡ください。

学生相談総合センター  障害学生支援室　

名古屋大学課外活動施設の利用案内
本学には、一般学生及び教職員が利用できる施設として以下のような施設があります。施設の概要、利用方法詳細については、学生便覧
に詳しく記載してありますが、不明な点があれば、学生交流課課外活動係（Tel.052－789－2164又は2165）まで問い合わせください。

＜運動施設＞
運動施設には、総合運動場（陸上競技場、野球場、硬式テニ
スコート、フットサルコート等）、体育館、屋内プール等があり、
総合保健体育科学センターの使用（授業、行事等）及び体育会
所属運動部の使用時間を除いて利用できます。
利用希望者は下記により申し込んでください。

＜学生会館＞
学生会館には、談話室、集会室（ 9 室）、和室（ 2 室）があります。
集会室又は和室を利用する場合は、学生会館事務室で使用許可
願の用紙を受け取り、必要事項を記入し、許可を受けてください。

▲

陸上競技場▲

野球場▲

硬式テニスコート▲

フットサルコート▲

第 1・第 2・山の上体育館▲

使用月の前月
　（第 3月曜日17時以降）

▲

運動施設予約システム
　（名大ポータル→キャンパス→キャンパスライフ）

▲

第 3グリーンベルト

▲

使用日の1か月前以降 ▲

体育会事務室（学生会館 2 階）

▲

屋内プール

▲

屋内プール

▲

一般学生のためのプール開放は夏季休
業中の午後（日曜を除く）と授業期間中
の決められた曜日（週 2日程度）の授業
終了後に行われます。これ以外の時間帯
での一般学生のプールの利用はできませ
ん。プール開放の詳細については、総合
保健体育科学センターホームページ

　（http://www.htc.nagoya-u.ac.jp/）
　をご覧下さい。

運動施設の名称

申し込み開始日

使 用 願 用 紙 の
交付・提出場所

運動施設の名称

申し込み開始日
使用願用紙の交付・提出場所

運動施設の名称

使 用 可 能 日

手 続 場 所

＜中津川研修センター>
本センターは、自然豊かな岐阜県中津川市にあり、共同生活を
通じて学生、教職員及び大学間の交流を図るとともに、課外教育
等により大学教育の効果を高め、学生の人間形成に資することを
目的に設置されています。
本センターには研修室や体育館が設置されており、また、セン
ター周辺には中津川市等が管理するスポーツ施設や、妻籠宿、馬
籠宿等の観光地が多数あります。
学生あるいは教職員の 5 名以上の団体で、 4 泊 5日以内であ
れば本センターを利用できますので、研究室でのゼミ合宿、クラ
ブサークルの合宿はもちろんのこと、リフレッシュや親睦を目的と
した活動など、幅広い用途に積極的に活用してください。
なお、申請方法や利用料金等については、本センターのホーム
ページを参照いただくとともに、不明な点は学生交流課課外活動
係まで気軽にご相談ください。
ホームページURL
　http://www2.jimu.nagoya-u.ac.jp/nakatsugawa/

教育推進部学生交流課　

教育推進部の窓

Ｕ Ｒ Ｌ
T E L
M A I L

http://gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp/
052－789－5805
soudan@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

学生相談総合センター連絡先
相談総合案内（学生相談部門・メンタルヘルス部門・就職相談部門・障害学生支援室）

【聴衆からの質問に答える長島渉先生】

【学生相談総合センター案内】
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教育推進部の窓
平成29年度学年暦について
平成29年度の名古屋大学の学年暦は以下のとおりです。
時間割表の変更、休講、定期試験の実施方法、学生への連絡事項等の案内、連絡は掲示板により必要の都度行われますので、十分注
意してください。

教育推進部学生支援課　

みなさんが、講義、実験、実習、演習または実技などの正課中、
各種学校行事中、学校施設内にいる間、課外活動中及び通学中
などに不慮の災害事故により身体に傷害を被ることは、万全の注
意を払っていてもまま発生することがあります。
このような不測の事態の被害の救済のため「学生教育研究災
害傷害保険制度」があります。保険料は極めて低額になっており
ますので、未加入者は必ず加入するようにしてください。
本学では、平成27年度に73件の事故に対して、約513万円の

保険金が支払われています。
新たにこの保険に加入しようとする学部生（留年・休学により
保険の期限切れとなっている学生）、大学院生、研究生などは、
所属学部等の教務学生担当係で所定の手続きをしてください。
なお、すでに加入している学生で、この保険の対象となる事故
が生じた場合、ただちに事故の日時、場所、状況、傷害の程度
を所属学部等の教務学生担当係まで連絡してください。

＜医療保険金について＞　医師の治療を受けたとき、治療日数により下記保険金が支払われます。

入院加算金については、 1日から対象となります。

通学特約加入者の通学中・学校施設等相互間の移動中
（治療日数が 4日以上の場合が対象となります。）

正課中・学校行事中
（治療日数が１日から対象となります。）

治療日数 入院加算金
（180日を限度）支払保険金

上記以外で学校施設内にいる間・学校施設外での
課外活動（クラブ活動）中
（治療日数が14日以上の場合が対象となります。）

治療日数

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

１日～

４日～

７日～

14日～
30日～
60日～
90日～
120日～
150日～
180日～
270日～

３日

６日

13日

29日
59日
89日
119日
149日
179日
269日

3,000円

6,000円

15,000円

30,000円
50,000円
80,000円
110,000円
140,000円
170,000円
200,000円
300,000円

（注）入院加算金は、
医療保険金
の支払の有無
に関係なく入
院 1日目から
支払われます。

入院1日につき
4,000円

（注）上記の保険金は、生命保険、健康保険、他の傷害保険、加害者からの賠償金と関係なく支払われます。

■春学期 ■秋学期

1 2 3 4 5
月 火 水 木 金 土 日

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

11
11/28 秋１期授業予備日
11/29 秋１期金曜開講授業用の授業予備日

1 2 3
月 火 水 木 金 土 日

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

12
12/1～2/9 秋２期授業期間

12/26 秋２期授業予備日
12/28～1/7 冬季休業

　 1
月 火 水 木 金 土 日

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24
30 31

25 26 27 28 29

10
10/1 秋季入学式
※10/2 秋学期授業開始日
10/2～11/30 秋１期授業期間

10/26 地震防災訓練

1 2 3

9/25～29 G30新入生ガイダンス等
9/27 秋季卒業式

月 火 水 木 金 土 日

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

9

1 2 3 4 5 6 7
月 火 水 木 金 土 日

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1
1/12 休講予定(センター試験準備)
1/13・14 入試センター試験

1 2 3 4 5 6 7
月 火 水 木 金 土 日

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

5
5/1 名古屋大学記念日
5/13 春１期木曜午後開講授業用の授業予備日
5/27 春１期授業予備日

1 2 3 4
月 火 水 木 金 土 日

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

2

1 2 3 4
月 火 水 木 金 土 日

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

3
3/26　卒業式

1 2 3 4
月 火 水 木 金 土 日

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

6
6/6 春１期金曜開講授業用の授業予備日
（6/8午後～6/11 名大祭）
6/12～8/7 春２期授業期間

1 2
月 火 水 木 金 土 日

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

4
4/1～10 新入生ガイダンス等
4/5 入学式
※4/1１  春学期授業開始日
4/11～6/11 春１期授業期間

1 2

7/15 春２期授業予備日

月 火 水 木 金 土 日

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31
25 26 27 28 29 30

7

1 2 3 4 5 6
8/8～9/30 夏季休業

月 火 水 木 金 土 日

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

8

学生教育研究災害傷害保険制度

教育推進部教育企画課　
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教育推進部学生支援課　学研災付帯賠償責任保険制度

学研災付帯学生生活総合保険
学研災付帯学生生活総合保険は、学生教育研究災害傷害保険加入者を対象に、病気・ケガの入院・通院が 1日目から補償される等の特
色のある学生生活全般に補償を広げた保険です。加入は任意加入となっています。
補償内容・加入方法については、「学研災付帯学生生活総合保険パンフレット」を参照してください。

日本国内外において、正課、学校行事等及びその往復で、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊したことにより法律上の損害賠償
責任を負担することによって被る損害について補償します。

❶ 保険の内容

学生教育研究災害傷害保険に加入している学生に限ります。

学生教育研究賠償責任保険（略「学研賠」）
正課、学校行事、課外活動及びその往復。（Bコースの活動範囲を含む）

❷ 加入の対象者

❸ 対象となる活動範囲

❹ 補償金額（支払限度額）・保険料

Ａコース

インターンシップ・教職資格活動等賠償責任保険（略称「インターン賠」）
インターンシップ、介護体験活動、教育実習、保育実習、ボランティア活動及びその往復。但し、大学が、正課、学校行事、
課外活動として認めた場合に限る。

Ｂコース

医学生教育研究賠償責任保険（略称「医学賠」）
医療関連学部・学科の正課、学校行事、課外活動及びその往復。（Aコース、Bコースの活動範囲を含む）

Ｃコース

法科大学院生教育研究賠償責任保険（略称「法科賠」）
対人・対物賠償：法科大学院等の正課、学校行事、課外活動及びその往復。（Aコース、Bコースの活動範囲を含む）
人格権侵害補償：臨床法学実習による不当行為に起因する事故。

Ｌコース

インターンシップ・
教職資格活動等
賠償責任保険

（略称「インターン賠」）

対人賠償と対物賠償合わせて１事故につき１億円限度（※免責金額０円）

法科大学院生教育研究
賠償責任保険
（略称「法科賠」）

損害賠償請求者1名あたり
1，000万円限度
（※免責金額O円）

医学生教育研究
賠償責任保障
（略称「医学賠」）

学生教育研究
賠償責任保険
（略称「学研賠」）

２１０円 1,640円５００円３４０円

Ｂコース ＬコースＣコースＡコース
活動内容

補償内容

対 人 賠 償
対 物 賠 償

人 格 権 侵 害 賠 償

保険料分担金（1年間）

＜対象となる事故例＞　
※免責金額とは、自己負担額をいいます。

正課でのインターンシップ
活動中、派遣先の機械を使
用し、誤って壊してしまった。
（A・B・C・Ｌコース対象）

❸ 授業を受けるために自宅か
ら大学へ行く途中、駅の階段
を駆け降りたとき、誤って前
にいた老人にぶつかってしま
い、大けがをさせてしまった。
（Ａ・Ｃ・Ｌコース対象）

❹学園祭で、焼鳥屋の模擬
店を出店したが食中毒事故
を出してしまい、５人が入
院してしまった。
（Ａ・Ｃ・Ｌコース対象）

❷正課で化学の実験中、間
違って薬品を混ぜ、爆発事
故を起こしてしまい、クラス
メイトに火傷を負わせてし
まった。
（Ａ・Ｃ・Ｌコース対象）

❶

教育推進部学生支援課　
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学生証は大切に
最近、学生証紛失による再交付の申請及び磁気不良の修正が増えています。学生証は本学の学生であることを証明するものであるだけでなく、

在学証明書等の発行や中央図書館への入館等にも必要です。
万一紛失したり盗難に遭ったりした場合は、必ず警察へ届け出てから、所属学部教務学生係等にて再交付の手続きを行ってください（有料）。
紛失した学生証が悪用され、思いがけない迷惑や被害を受けることもありますので、十分注意してください。
また、磁気不良については、スマートフォン等、磁気を発生するものの影響が考えられますので、それらの近くに置かないようにしてください。

自転車の盗難防止・走行上の注意について
学内において、自転車盗難の犯罪が増加しています。駐輪する際は短時間であっても必ず施錠をし、鍵も二重ロック（ツーロック）にしてください。

自転車窃盗犯の約70％がツーロックされている自転車は盗まないと言っています。
なお、当然のことですが、他人の自転車を無断で使用する行為は犯罪行為です。自転車の窃盗は刑法第235条の「窃盗罪」であり、10年以下の懲役・
50万円以下の罰金が科せられます。警察に検挙された場合、必ず書類送検され、さらに本学からは学則に基づき懲戒処分が課せられることがあ
ります。絶対に行わないでください。
また、自転車走行上の注意として、東山キャンパス周辺は坂の多い地形ですので、特に下り坂でのスピードの出し過ぎや一時停止の無視等により、
歩行者や他の車両との事故を起こさないよう、十分に注意してください。たとえ自転車でも、歩行者に接触すると命にも関わる大事故につながりか
ねません。周囲に配慮した、優しい走行を心がけてください。

ゴミ出しはルールとマナーを守って
名古屋市では、各家庭から排出されるゴミは、種類毎に分別し、種類毎に指定された曜日・場所に出すことになっています。
名古屋市内で単身で下宿生活を送っている学生は、地域の一員としてこのゴミ出しルールに従い、ルールとマナーを守ってゴミを出すようにしてください。
分別していないゴミは、処理できず放置される原因にもなります。
ゴミの出し方（種類の分け方）が判らないときは、各区の環境事業所、または町内会の保健委員の方に尋ねるようにしてください。
なお、学内に家庭ごみや粗大ごみを持ち込んで投棄することは、不法投棄ですので絶対行わないようにしてください。本学では、不法投棄を発
見した場合、警察への通報などの対応を取っています。

身のまわりの防災を見直す
◆ 自宅の安全確保
私たちは建物の中にいることが多く、特に自宅で１日の1/3の時間を過ごしています。つまり自宅の安全性を高めることが、最も効果的な防
災対策になります。そのためにまず、生活の便利さだけでなく、災害時の安全性を考えて住む場所を決めてください。地震や水害の危険度は、
過去の災害や地盤・河川の情報を考慮して作成された「ハザードマップ」などでわかります。
次に、建物の地震に対する強さに関心を持ってください。一般的には新しい建物ほど耐震性は高く、特に法律が変わった1981年頃を境に前
後で大きな差があります。また、年数がたっていると劣化の影響も出てくるので、なるべく新しい建物を選んで住むようにし、自宅であれば十
分なメンテナンスや耐震診断・耐震改修などを行ってください。

◆ 室内の安全対策
地震の際には、震度4くらいから室内の被害が起こり、震度6強を超えるとほとんどの家具が転倒してしまいます。重く大きな家具、壊れやす

いガラス、熱い調理器具などは特に危険です。また、寝ている人を直撃したり、避難経路をふさぐような家具も要注意です。室内の被害によ
り避難や救助が遅れると、余震や火災・津波の危険も増えます。
家具の安全対策には、住む人の努力が重要です。まず危険な家具はなるべく減らし、重いものはなるべく下に置くなど、倒れた時の被害を
少なくすることが第一です。次に家具を確実に固定するためには、壁や床の構造と家具の重さに注意し、十分な強度のある位置にしっかりした
金具やネジで止める必要があります。不十分な固定では、かえって被害を大きくすることもありますので、わからない場合は安全対策の専門家
に依頼することも検討しましょう。

◆ 大学の安全対策
学生が多くの時間を過ごす大学では、様々な防災対策が進められています。名古屋大学では「家具安全対策ガイドライン」や「実験機器
地震対策ガイドライン」を定めて、地震時の室内安全確保と貴重な研究機材・研究環境の保護に努めています。さらに年２回の全学防災訓
練などで非常時の行動を確認し、大災害時の避難、安否確認、食料、帰宅困難対応などを一人一人で身につけるようにしています。災害の際には、
事前の準備と落ち着いた対応が重要になります。身の回りに起こり得る様々な状況を想定して、日ごろから行動内容や持ち物を見直すようにし
ましょう。
災害対策室や減災連携研究センターのホームページ、減災館の展示なども参考にしてください。

平成28年度名古屋大学学生生活広報担当グループ〈主査〉岩崎 雄吾 〈委員〉宮崎 正也・青木 聡子
【本誌に対するご意見等は下記までお寄せください。】
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